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    ** 日本学術会議ニュース・メール ** No.924 ** 2025/6/13     
====================================================================== 
１． Ｇサイエンス学術会議 2025 共同声明等の石破総理への手交について 
２．【開催案内】 
   日本学術会議主催学術フォーラム「急激に変わりゆく地球環境と国際情勢： 
   地球惑星科学の国際連携・国際協調」 
３．【生研支援センター】 
   「スマート農業技術の開発・供給に関する事業」の公募開始のお知らせ 
■-------------------------------------------------------------------- 
Ｇサイエンス学術会議 2025 共同声明等の石破総理への手交について 
--------------------------------------------------------------------■ 
 令和７年５月６日から８日にかけて、カナダ・オタワにおいて、カナダ王立 
協会科学アカデミー（Royal Society of Canada）の主催のもと、Ｇサイエンス 
学術会議 2025 が開催されました。日本学術会議から日比谷副会長（国際活動担 
当）が参加し、会議では、G７科学アカデミーによる「オタワ宣言」が議論さ 
れるとともに、以下のテーマに関する共同声明が取りまとめられ、公表されま 
した。 
 
1．先進技術とデータ・セキュリティ（Advanced Technologies and Data Security） 
2．持続可能な移住（Sustainable Migration） 
3．気候変動対策と健康レジリエンス（Climate Action and Health Resilience） 
 
 ６月１２日には、光石会長と日比谷副会長が石破総理を表敬訪問し、Ｇサイ 
エンス学術会議 2025 共同声明等を手交しました。 
 
 詳細についてはこちらをご覧ください。 
 https://www.scj.go.jp/ja/int/g8/index.html 
 
■-------------------------------------------------------------------- 
【開催案内】 
 日本学術会議主催学術フォーラム「急激に変わりゆく地球環境と国際情勢： 
 地球惑星科学の国際連携・国際協調」 
--------------------------------------------------------------------■ 
・日時：2025 年 7 月 12 日（土）13:00～17:30 
・場所：日本学術会議講堂（オンライン配信） 
・主催：日本学術会議 
   



・開催趣旨： 
 日本学術会議は、国際学術会議（ISC）に加盟する国際的な学術連合や科学 
委員会を通して国際的な学術活動を行っています。なかでも、地球惑星科学は 
そのような国際組織が数多くあり、各国の科学者が国際連携で、我々の住む地 
球に関する科学の推進や、人類が直面する種々の課題の解決に取り組んでいま 
す。近年、急激な地球温暖化が進み将来の生存が¥惧されています。一方で国 
際情勢では国家間の対立が顕在化し、国際協力・国際連携がある意味難しくな 
ってきています。この学術フォーラムでは、このような変化の中で、今後の連 
携の維持・深化、日本の果たす役割、次世代への責任など、国際的な学術組織 
との連携の最新の状況を共有して皆様と考える場を持ちたいと思います。 
 
・次第：https://www.scj.go.jp/ja/event/2025/382-s-0712.html 
・参加費：無料 
・要・事前申し込み：以下の URL からお申し込みください。         
  https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0317.html 
・問合せ先： 
 日本学術会議事務局企画課学術フォーラム担当 電話：03-3403-6295 
 
■-------------------------------------------------------------------- 
【生研支援センター】 
 「スマート農業技術の開発・供給に関する事業」の公募開始のお知らせ 
--------------------------------------------------------------------■ 
生研支援センターでは、6 月 5 日（木）から「スマート農業技術の開発・ 
供給に関する事業」の公募を開始しました。 
本事業は、スマート農業技術の開発及び供給を迅速かつ強力に推進するため、 
様々な関係者が実施するスマート農業技術に係る研究開発の取組を支援します。 
 
■公募期間：2025 年 6 月 5 日（木）～6 月 30 日（月）正午まで 
■公募説明動画：公募説明動画：生研支援センターのウェブサイトにて公開中 
        （下記 URL からアクセスできます） 
 
▼公募要領等の詳細情報は、下記 URL をご参照ください。（生研支援センターウェブ 
サイト） 
https://www.naro.go.jp/laboratory/brain/smart-nogyo/offering/koubo/2025.html 
 
【お問い合わせ先】 
生物系特定産業技術研究支援センター (生研支援センター) 
事業推進部 民間技術開発課（担当：鎌田、高橋） 



E-mail : brain-smartagriweb(a)ml.affrc.go.jp 
※送信の際には(a)を@に置き換えてください。 
 
----------------------------------------------------------------------- 
 
*********************************************************************** 
 日本学術会議 YouTube チャンネル 
  https://www.youtube.com/channel/UCV49_ycWmnfhNV2jgePY4Cw 
 日本学術会議公式Ｘ 
  https://x.com/scj_info 
*********************************************************************** 
*********************************************************************** 
       学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから 
           http://jssf86.org/works1.html 
*********************************************************************** 
======================================================================= 
 日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術誌等へ 
の転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読み 
いただけるようにお取り計らいください。 
 過去のメールニュースは、日本学術会議ホームページに掲載しております。 
 https://www.scj.go.jp/ja/other/news/index.html 
 
【本メールに関するお問い合わせ】 
 本メールは、配信専用のアドレスで配信されており返信できません。 
 本メールに関するお問い合わせは、下記の URL に連絡先の記載がありますの 
で、そちらからお願いいたします。 
======================================================================= 
 発行：日本学術会議事務局 https://www.scj.go.jp/ 
     〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34 
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